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１．研究計画の概要 
  日本列島の北方史における転換点が古代
から中世への移行期にあることが、考古学・
文献史学の両面から指摘されてきている。そ
れは北日本のみならず、東アジア世界全体で
生起した広域的変動として理解すべきもの
であり、特に、北方社会の発展を契機として
大陸と日本列島の「北回り」の交流が確立し
てゆく過程が注目されている。しかしながら、
具体的・実証的な研究は未だ道半ばである。 
  本研究では、オホーツク文化と擦文文化に
代表される古代の北海道の先史文化から、い
かなる過程を経て中世アイヌ文化が形成さ
れるのかという問題を研究の軸に、古代から
中世への移行期における日本列島の北方地
域の社会変動を考古学的に解明することを
目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）オホーツク文化に係る未報告資料の調
査 
  東京大学総合研究博物館に所蔵されてい
る、鳥居龍蔵によって採集された千島列島出
土考古資料について資料調査を実施した。調
査では、未報告資料を含む全ての資料に対し
て図化・計測等によるデータ化をおこなった
上で、考古学的観点からの分析と評価を試み、
成果は『千島列島先史文化の考古学的研究』
として刊行した。また、函館市北方民族資料
館、網走市立郷土博物館、東京大学大学院人
文社会系研究科考古学研究室等に収蔵され
ている網走市最寄貝塚出土の未報告資料に
ついても図化等の作業を実施し、現在、デー
タを整理中である。 
（２）オホーツク文化の遺跡から出土した各

種資料の分析 
  北見市トコロチャシ跡遺跡において採取
された植物遺存体、動物遺存体、鉄製品など
の試料について整理作業をおこない、分析の
ための基礎データを整備した。試料は北海道
大学埋蔵文化財調査室、北海道開拓記念館、
慶応大学、愛媛大学などの研究協力者に分析
を依頼済みで、分析結果は来年度に報告の予
定である。 
（３）北海道北見市における遺跡発掘調査・
地形測量調査 
  北見市教育委員会と協力し、北見市トコロ
チャシ跡遺跡にて発掘調査を実施するとと
もに、北見市大島２遺跡にて地形測量調査を
おこなった。前者の遺跡は近世アイヌ期の代
表的な遺跡であるが、ここではチャシの壕の
未調査部分にメスを入れて壕全体の形状等
を明らかにし、壕の形態や機能に関する基本
的なデータを整備した。後者の遺跡は擦文文
化の竪穴住居が凹みで残る集落遺跡である
が、ここでは平成 22 年度におこなう予定の
発掘調査に先立ち、凹みの形状を詳細に測量
して遺跡立地や遺構の配置に関するデータ
を整備した。 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に推移している 
  （理由） 
  オホーツク文化に係る資料調査は計画通
り進行し、主要な成果についてはすでに報告
書を刊行している。擦文文化とアイヌ文化に
係る遺跡発掘調査も計画通り実施し、資料整
理も順調で最終年度の報告書刊行に向けて
準備が進んでいる。 
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４．今後の研究の推進方策 
（１）北海道北見市における遺跡発掘調査 
  擦文文化の終末期に関するデータを得る
ため、平成 21 年度に地形測量調査を実施し
た北見市大島 2遺跡において、擦文文化の竪
穴住居跡 1軒の発掘調査を実施する。調査は
8 月~9 月にかけての約 3 週間を予定してい
る。 
（２）出土考古資料の整理と分析 
  平成 19~21 年度にかけて発掘調査を実施
したトコロチャシ跡遺跡の出土資料を対象
とした整理作業と自然科学的分析を実施し、
成果を下記（３）の報告書にて公開する。 
（３）成果の総括と報告書の刊行 
  東京大学大学院人文社会系研究科常呂実
習施設にて関係者による検討会議を開催し、
これまでの成果を総括する。その会議での総
括を踏まえ、北海道北見市にて実施してきた
発掘調査の成果を中心とする研究成果報告
書を刊行する。 
 
５.  代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 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